
子どもたちが社会や人々とのつながりを考えるきっかけになる本

親のしごとをモチーフに、実際の
子どもの詩に着想を得てうまれた
物語を２作品収録。
2020年度から学習指導要領が「生
きる力を明日に、そしてその先の
人生につないでいく」という社会
との繋がりを重視したものに改訂
されました。
この作品も、働くことの意義や尊
さを通して、子どもたちが「未来
の自分」や「社会の一員としての
自分」、人々とのつながりについ
て、考えるきっかけになる１冊で
す。

児童書 ご担当者様

（対象読者 小学3・4年生から）

「ぼくのとうさん」は、清掃車でしごとをしています。それを友人に
“ゴミや”とバカにされてしまいます。「わたしのおかあちゃん」は、
居酒屋で働きながら、二人の子どもを育てています。
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